
（様式２）

施策評価（令和４年度） 施策評価調書

１　施策のねらい（施策の目的）

２　施策の状況

２－１　代表指標の状況と分析

・

・

・

　※　指標の判定基準

　　「ａ」　：　達成率≧100％　 　「ｂ」　：　100％＞達成率≧90％　　　「ｃ」　：　90％＞達成率≧80％　　

　　「ｄ」　：　80％＞達成率　又は　現状値＞実績値（前年度より改善）　　「ｅ」　：　現状値＞実績値（前年度より悪化）

　　「n」　：　実績値が未判明

２－２　成果指標・業績指標の状況と分析

・

 戦略４　秋田の魅力が際立つ 人・もの交流拡大戦略

 施策４－４「スポーツ立県あきた」の推進とスポーツによる交流人口の拡大

 幹事部局名 観光文化スポーツ部  担当課名 スポーツ振興課

 評価者 観光文化スポーツ部長  評価確定日 令和４年８月29日

施策の方向性（３）（４）

目標 54.0 57.0 61.0 65.0

実績 49.5 46.9 48.0 50.5 58.5 58.0

達成率 88.9% 88.6% 95.9% 89.2%

出典：秋田県スポーツ推進委員協議会「全
県体力テスト・スポーツ実態調査」

指標の判定 ｄ ｃ ｂ c

全国 － － － － － －

東北 － － － － － －

令和２年度は新型コロナウイルス感染症の拡大の影響による健康意識の高まり等により大幅に向
上し、その状態が続いていると考えられる。

目標値は国の目標値を参考として設定している。調査方法の違いにより直接比較はできないが、
令和３年度の全国のスポーツ実施率は56.4％（対前年度比△3.5％）で全国的に実施率が低下して
おり、健康意識の高まりによって運動をする人が頭打ち傾向にある。

性別・年代ごとの実施率をみると、30代、40代の実施率が他の年代に比べて低い傾向にあるほ
か、20代から50代までは男性に比べて女性が低い傾向にある。
性別・年代別実施率：20代（男62.89％、女48.9%)、30代（男58.8％、女50.0%)、40代（男
52.8％、女48.5%)、50代（男57.7％、女53.6%)

施策の方向性（１）

目標 12 18 28 33 

実績 6 7 11 19 19 20 

出典：県スポーツ振興課調べ 達成率 91.7% 105.6% 67.9% 60.6%

全国 － － － － － －

東北 － － － － － －

　スポーツは、県民の健康づくりに貢献し、多様なネットワークを生み出し、お互いの「絆」を強くするとともに、
県民に感動と誇りを、地域に活気と賑わいをもたらし、明るく豊かで活力に満ちた社会づくりに寄与することから、
引き続き「スポーツ立県あきた」を強力に推進する必要があります。
　このため、スポーツを「する」「みる」「ささえる」の観点から、スポーツ参画人口の拡大に取り組み、スポーツ
活動の基盤となる人材の育成や環境の充実を図るとともに、全国や世界での活躍を見据えた選手の競技力向上や、ス
ポーツを通じた県民の一体感の醸成、交流人口の拡大などによる地域の活性化等を図ります。

代表指標① 年度
現状値
（H28）

Ｈ２９ Ｈ３０
Ｒ元

（H３１）
Ｒ２

（Ｈ３２）
Ｒ３

（Ｈ３３）
備考

成人の週１回以上のスポーツ実施率（％）

分析
（推移、実績・達
成率、順位等）

順位等

成果・業績指標① 年度
現状値
（H28）

Ｈ２９ Ｈ３０
Ｒ元

（Ｈ３１）
Ｒ２

（Ｈ３２）
Ｒ３

（Ｈ３３）
備考

海外からのスポーツ合宿等誘致数（累積）
（件）

分析
（推移、実績・達
成率、順位等）

順位等

新型コロナウイルス感染症の拡大の影響により、海外からの入国や国内での移動が制限されたこ
とから、予定されていた東京オリンピック・パラリンピックの事前合宿等が大潟村のデンマーク
チームを除き軒並み中止となった（中止になったスポーツ合宿等　６件）。
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・

・

２－３　施策の取組状況とその成果（施策の方向性ごとに記載）

【スポーツ振興課】

・

＜新型コロナウイルス感染症の影響＞

・

・

・

（２）全国や世界のひのき舞台で活躍できる選手の発掘と育成・強化【スポーツ振興課】

・

・

＜新型コロナウイルス感染症の影響＞

・

施策の方向性（２）

目標 1,000 1,000 1,000 1,000

実績 817.5 989.0 787.5 707.5 134 10 

出典：（公財）日本スポーツ協会調べ 達成率 78.8% 70.8% 13.4% 1.0%

全国 37位 20位 38位 44位

東北 ５位 ２位 ４位 ５位

第76回国民体育大会冬季スキー国体（鹿角市）及び本大会（三重県開催）が新型コロナウイルス
感染症の拡大の影響により中止となり、天皇杯得点が第76回国民体育大会冬季大会スケート競技
会（愛知県・岐阜県開催）での獲得得点の10.0点のみとなり、天皇杯順位は成立せず、成果・業
績指標として示すことができなかった。

第48回東北総合体育大会（山形県開催）は、一部競技が中止となり同様に順位は成立しなかっ
た。

（１）東京オリンピック・パラリンピックを契機とした、スポーツによる地域活性化と交流人口の拡大　　　　　　　　　　　　　

指標 成果①

東京オリンピック・パラリンピックが延期になったことにより、予定（延期）されていた事前合宿がほぼ中止と
なったが、唯一大潟村で実施された合宿については連携して対応した。

海外からの入国や、国内での移動が制限され、ホストタウン等で予定されていた東京オリンピック・パラリン
ピック等の事前合宿もほぼ中止になった。

事前合宿等の際、県民との直接交流を予定していたが、オンラインでの交流に変更となった。

予定していたモーグルワールドカップやバドミントンの国際大会等、多くの大規模スポーツ大会が中止になっ
た。

指標 成果②

将来有望なアスリートを発掘し、育成するためのタレント発掘事業を推進した（タレント認定10人<＋５人>）。
また、選手の育成・強化・競技力向上のため（公財）秋田県スポーツ協会加盟の競技団体が実施する選手強化対
策事業に対する助成を継続して実施（延べ40競技団体47種目<±０>）した。さらに、ジュニア期からの一貫指導
体制を構築するため強化策を見直し、令和３年度より新たに「チームAKITA強化事業」を立ち上げ、９競技団体
を指定して競技団体主体による競技力向上を図るとともに、指導者養成支援を行ったほか、中学生強化選手を指
定し、資質向上研修等を実施した（17競技155人<△２競技△６人>）。これらの結果、第77回国民体育大会冬季
大会スキー競技会（鹿角国体）での少年女子クロスカントリーでの秋田北鷹高校の優勝や第74回全日本バレー
ボール高等学校選手権大会での雄物川高校男子の３位入賞のほか、全国中学校体育大会において、中学生強化選
手に指定された選手が多数入賞をしており選手強化対策の成果が徐々に現れている。

県内において優れた指導者として将来的に活躍できる人材を確保するため、オリンピック等の国際大会や国体で
活躍が期待されるトップアスリートの県内企業への就職を支援した。令和３年度は、新型コロナウィルス感染症
の影響により、トップアスリートの要件となる国体を始めとした全国規模の大会が中止となったためマッチング
にいたらなかった。(０名<△３名> ）。また、２年度までに就職を支援した11名の競技活動に対する助成を実施
した。

成果・業績指標② 年度
現状値
（H28）

Ｈ２９ Ｈ３０
Ｒ元

（Ｈ３１）
Ｒ２

（Ｈ３２）
Ｒ３

（Ｈ３３）
備考

国体における天皇杯得点（点）

分析
（推移、実績・達
成率、順位等）

順位等

公益財団法人秋田県スポーツ協会を通じて、各競技団体に感染防止に十分配慮し、強化事業の実施について判断
するように呼びかけをした結果、例年実施している県外での強化事業の県内への変更や、県外からの講師の招聘
をリモート講義に変更したほか、中止となった事業もあった。
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（３）ライフステージに応じた多様なスポーツ活動の促進【スポーツ振興課】

・

・

＜新型コロナウイルス感染症の影響＞

・

（４）地域のスポーツ活動の基盤となる人材の育成と環境の充実【スポーツ振興課】

・

・

・

３　総合評価結果と評価理由

●定量的評価：代表指標の達成状況から判定する。

　 「A 」：代表指標が全て「ａ」、「B 」：代表指標に「ｂ」があり、「ｃ」以下がない、「C 」：代表指標に「ｃ」があり、「ｄ」以下がない

　 「D 」：代表指標に「ｄ」、「ｅ」を含む。ただし、「Ｅ 」、「Ｎ 」に該当するものを除く、「E 」：代表指標が全て「ｅ」、「Ｎ 」：代表指標に「ｎ」を含む

●定性的評価：成果指標・業績指標の達成状況を踏まえた上で、施策の取組状況とその成果、外的要因等から判定する。

■ 総合評価：定量的評価を踏まえた上で、定性的評価を考慮して、総合的な観点から「A」、「B」、「C」、「D」、「E」の５段階に判定する。

指標 代表①

多世代がいつでも自分の好きなスポーツを行うことができる、地域住民のための総合型地域スポーツクラブ（全
県67クラブ<△５クラブ>）の自立的な運営を支援するため、スポーツ科学センターのスポーツ主事とクラブアド
バイザーが29クラブを訪問（計40回<△27回>）し、実施種目や指導者の確保等のアドバイスを実施するととも
に、クラブとの連携方法について協議した。

スポーツ科学センターにおいて健康教室・講習会等を開催した（5,501人参加<＋3,212人>）ほか、健康教室を計
画・開催している団体へ講師を派遣（12団体、計24回<△１団体、△６回>）し、開催ノウハウの県内全域への普
及を進めるとともに、スポーツ活動実践の場を多くの県民に提供した。

県の警戒レベルが３に引き上げられたことにより、スポーツ科学センター主催「秋田元気アップ円熟塾」を休止
した（参考：令和３年度2,960人参加、令和２年度中止、令和元年度8,263人参加、平成30年度9,704人参加）

指標 代表①

各市町村における運動指導者の育成に向けた研修会を開催するとともに、受講者による運動教室を開催した（５
市町村、延べ216名参加<△１市町村、△146名>）。また、指導者育成のための研修会を県北・県央・県南の各地
区で２回開催（計６回）し、参加したスポーツ推進委員等の中から、新たに指導者の認定を行った（研修会参加
者延べ142名<△131名>、指導者認定５名<△７名>）。

県有体育施設の運営や各種競技大会等を円滑に開催するため、県が所管している13施設のうち10施設において必
要な整備や修繕を行った。また、新たなスタジアムの整備に関しては、候補地を秋田市が主導して選定を行い、
その選定状況を踏まえ、事業手法等については県と秋田市が共同で検討を進めることとしている。

＜新型コロナウイルス感染症の影響＞

運動教室や指導者育成の研修会等に係る事業については令和３年４月から事業を見合わせていたが、６月頃より
地域の実情に合わせて実施した。

総合評価 評価理由

Ｃ

●

■

代表指標の達成状況については、①「成人の週１回以上のスポーツ実施率」は「ｃ」判定で
あり、定量的評価は「Ｃ」。

代表指標及び成果・業績指標の達成状況や施策の取組状況とその成果など総合的な観点から
評価した結果、総合評価は「Ｃ」とする。
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４　県民意識調査の結果

　肯定的意見

　ふつう

　否定的意見

　わからない・無回答

　※端数処理の関係で満足度の割合の合計は100％にならないものもある。

５　課題と今後の対応方針

（１） 〇 〇

（２） ○ ○

○ ○

● ●

（３） ○ ○

質問文 スポーツに関連する様々な活動が盛んに行われ、地域に活気がもたらされている。

21.3% 19.7% 20.5% 23.2% ＋2.7

　十分 （５点） 2.6% 3.3% 2.7% 3.1% ＋0.4

　おおむね十分 （４点） 18.7% 16.4% 17.8% 20.1% ＋2.3

（３点） 45.5% 45.0% 45.1% 45.5% ＋0.4

21.4% 23.2% 22.5% 21.2% △1.3

　やや不十分 （２点） 14.3% 15.8% 15.2% 14.5% △0.7

　不十分 （１点） 7.1% 7.4% 7.3% 6.7% △0.6

11.8% 12.2% 11.8% 10.2% △1.6

　平均点 2.95 2.91 2.93 2.98 ＋0.05

調査結果の認識、取組に関する意見等

新型コロナウイルス感染症の拡大の影響によ
り、ホストタウンでの事前合宿が一村を除き中
止となった。その一村においても、見学や県民
との交流が制限された。

これまでに取り組んできたホストタウンの活動を大
会のレガシーとして活用し、相手国・地域との今後
の更なる交流発展に向け、市町村と連携して取組を
進めていく。また、オリンピック教室を通じてオリ
ンピックの価値を伝え、スポーツの普及につなげて
いく。

少子化によりジュニア層の競技人口が減少して
いる中、指導者の不足等により競技能力の高い
小中学生が県外校へ進学している。

令和４年度より「チームAKITAスタートアップ支援事
業」を実施し、競技団体が主体となり、学校の枠を
越えた小中高校生が競技に取り組める環境を整備
し、競技人口の維持・確保に努める。

中学生女子の運動習慣の二極化傾向や高校女子
の運動部活動離れが見られる。

女性アスリートを取り巻く環境を改善するために、
女性特有の課題への対処方法や女性がスポーツに参
加しやすい環境づくり等について協議する場を設置
する。

小・中学校のスポ少や部活動では、指導者の確
保や指導者のスキルによって地域格差がある。
仕方ないとは思うが、能力のある生徒児童が埋
もれていくと考える。（県民意識調査より）

競技の専門性を有する地域人材の活用を促進すると
ともに、各種指導者研修会等により指導者の資質向
上を図る。また、競技団体が主体となり、学校の枠
を越えた合同練習会等により、選手のレベル等に応
じ、適切な指導が受けられる環境を整備する。

ビジネスパーソンや子育て世代が気軽に運動で
きる機会が不足しているほか、子どもや若者が
スポーツに親しむことができる場が少ない。

県スポーツ科学センターが開催している健康教室等
に外部講師を活用するなど、若い世代がスポーツに
関心を持つように促すとともに、スポーツ参画人口
の拡大に向けて、Ｗｅｂ配信などスマホやタブレッ
トなどを活用した事業を実施する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査年度
　満足度

Ｒ元
（Ｈ３１）

Ｒ２
（Ｈ３２）

Ｒ３
（Ｈ３３）

Ｒ４
（Ｈ３４）

前年度比

施策の
方向性

課題（施策目標達成に向けた新たな課題、環境変化等
　　　　により生じた課題　など）

今後の対応方針（重点的・優先的に取り組むべきこと）

満
足
度

○

○

５段階評価の満足度の平均点は「2.98」で、「ふつう」の３より0.02低かった。回答では「ふつう」が最も多
かった。
「十分」と「おおむね十分」を合わせた割合は23.2％、「ふつう」は45.5％、「不十分」と「やや不十分」を合
わせた割合は21.2％であった。また、「肯定的意見」と「ふつう」を合わせた割合は68.7％であった。

「不十分」又は「やや不十分」の理由や県に求める取組として以下のような意見があった。
・スポーツ特区を設けるなど工夫を。高校スポーツは各校に任せすぎ、山形県のように戦略的にしてほしい。
（男性／40歳代／秋田地域）
・バスケ、サッカーのプロスポーツはがんばっているように思うが、地域の活性化においては、秋田市以外はほ
とんど感じ取れない。（男性／50歳代／雄勝地域）
・小・中学校のスポ少や部活動では、指導者の確保や指導者のスキルによって地域格差がある。仕方ないとは思
うが、能力のある生徒児童が埋もれていくと考える。（女性／50歳代／鹿角地域）
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（４） 〇 〇

〇 〇

　※●は県民意識調査結果に関する課題と今後の対応方針

６　政策評価委員会の意見

各地域でスポーツ参画人口の拡大やスポーツを
通じた健康増進に資する指導人材の育成が進ん
でいない。

総合型地域スポーツクラブのアシスタントマネ
ジャーの養成セミナーを開催し、総合型クラブの質
的充実と地域スポーツを支えるスポーツマネジメン
ト人材を養成する。

体育施設は老朽化に加え、自然災害による施設
の被害が増加している。

「あきた公共施設等管理計画」等により、年度ごと
の実施計画を策定した上で、施設管理者と協議の
上、優先順位の高いものから計画的に施設の整備、
改修を進める。

自己評価の「Ｃ」をもって妥当とする。
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